
  
北

ア
ル

プ
ス

展
望

の
里

・
花

と
ハ

ー
ブ

の
里

・
信

州
あ

づ
み

野
池

田
町

「
日

本
で

最
も

美
し

い
村

」
連

合
加

盟

A
zum

ino-Ikeda

広
報

池
田

町
は

N
P
O

法
人

「
日

本
で

最
も

美
し

い
村

」
連

合
に

加
盟

し
て

い
ま

す

 5N
o.595

平
成

28
年

2
0

1
6C

O
N

T
E

N
T

S
主

な
内

容

甕
町
政
ス
タ
ー
ト
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

2
・3

平
成

2
8
年
度
当
初
予
算
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

4
~
6

新
し
い
農
業
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

7

役
場
職
員
の
人
事
異
動
お
よ
び
各
課
体
制
の
お
知
ら
せ
・・・・・・・・・・

8
・9

高
齢
者
向
け
給
付
金
に
つ
い
て
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

1
0
・1

1

池
田
町
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
（平

成
2
8
~
3
0
年
度
）・・・・・・・・・

1
2
・1

3

新
し
い
自
治
会
長
の
み
な
さ
ん
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

1
4

 菜
の

花
と

桜
の

競
演

池
田
町
に
は
桜
の
名
所
が
多
く
あ
り
ま
す
。
陸
郷
の
三
郷
で
は

菜
の
花
と
桜
が
同
時
に
咲
き
誇
り
、
訪
れ
る
観
光
客
の
目
を
楽

し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。



甕町政スタート！

　

こ
の
た
び
は
、
町
長
の
急
な
辞
職
に

伴
う
選
挙
と
な
り
、
準
備
不
足
の
ま
ま

の
選
挙
戦
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
多
く

の
町
内
外
の
皆
様
の
ご
支
援
に
よ
り
初

当
選
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご

支
援
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
は
心
よ

り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
、
幼
少
期
に
両
親
に
連
れ
ら
れ

上
京
し
、
以
来
40
年
間
東
京
で
生
活

し
、
平
成
3
年
に
帰
郷
い
た
し
ま
し

た
。
池
田
町
に
戻
り
ま
し
て
か
ら
は
、

父
が
商
工
会
の
会
長
を
務
め
て
い
た

関
係
も
あ
り
、
商
工
会
に
参
加
を
し
た

り
、
ガ
イ
ド
マ
ス
タ
ー
会
に
参
加
す
る

な
ど
の
活
動
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

平
成
15
年
に
は
町
議
会
議
員
に
当
選

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
以
来
一
貫
し
て

「
町
づ
く
り
」
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
し
た
。
多
く
の
町
の
視
察
研
修
や
各

種
委
員
会
な
ど
を
通
し
て
、
町
の
あ
る

べ
き
姿
が
見
出
せ
た
よ
う
な
気
が
い

た
し
て
お
り
ま
す
。
町
長
と
し
て
選
任

さ
れ
ま
し
た
か
ら
に
は
、
こ
れ
ま
で
温

め
て
ま
い
り
ま
し
た
「
町
づ
く
り
」
の

構
想
を
具
体
的
に
現
し
て
参
り
た
い

と
存
じ
ま
す
。

　

私
は
、
「
美
し
い
町
づ
く
り
」
を

テ
ー
マ
と
し
て
掲
げ
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
池
田
町
の
景
観
は
だ
れ

も
が
感
激
す
る
美
し
さ
を
持
っ
て
お

り
ま
す
が
、
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
く
、

町
民
の
生
活
の
中
に
も
美
し
さ
を
求

め
て
い
く
、
そ
し
て
人
の
心
の
中
に

も
思
い
や
り
の
心
、
お
も
て
な
し
の

心
を
育
め
る
町
を
目
指
し
て
い
き
た

い
と
存
じ
ま
す
。
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３
月
20
日
に
投
開
票
が
行
わ
れ
た
池
田
町
長
選
挙
で
初
当
選
し
、

第
18
代
池
田
町
長
に
就
任
し
た
甕
聖
章
町
長
が
３
月
24
日
に
初
登
庁

し
ま
し
た
。

　

役
場
玄
関
前
に
は
、
職
員
な
ど
約
１
０
０
名
が
拍
手
で
新
町
長
を

出
迎
え
ま
し
た
。
就
任
の
あ
い
さ
つ
で
甕
町
長
は
、
『
美
し
い
町
づ

く
り
』
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
「
明
る
い
町
、
明
る
い
職
場
づ
く
り
で

活
気
の
あ
る
池
田
町
に
し
て
い
き
た
い
」
と
力
強
く
、
町
づ
く
り
の

決
意
を
語
り
ま
し
た
。

　

甕
町
長
の
任
期
は
、
平
成
28
年
３
月
20
日
か
ら
平
成
32
年
３
月
19

日
ま
で
の
４
年
間
で
す
。



　

前
町
長
の
不
祥
事
に
よ
り
、
池
田
町
に
対
す
る
町
内
外
か

ら
の
信
頼
を
取
り
戻
す
た
め
、
リ
ー
ダ
ー
の
姿
が
職
員
の
姿

と
心
得
、
自
ら
を
律
し
、
職
員
一
丸
と
な
っ
て
綱
紀
粛
正
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
、
町
に
と
り
ま
し
て
一
番
大
き
な
課
題
は
、
「
総
合
戦

略
」
に
も
掲
げ
ら
れ
て
お
り
ま
す
よ
う
に
、
人
口
減
少
、
少

子
化
で
あ
り
ま
す
。
池
田
町
で
も
い
よ
い
よ
1
万
人
を
切
る

時
代
と
な
り
、
２
０
４
０
年
に
は
8
千
人
台
と
の
予
測
が
出

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
特
に
出
生
数
の
減
少
は
危
機
感
を
感
じ

さ
せ
ら
れ
る
状
況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
何
と
し
て
も
歯
止

め
を
か
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
人
口
が
減
少
し
ま
す

と
、
行
政
基
盤
が
根
底
か
ら
崩
れ
、
住
民
福
祉
に
大
き
な
影

響
を
与
え
ま
す
。
私
は
1
万
人
の
人
口
を
ど
う
し
て
も
維
持

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
の

た
め
に
は
、
若
者
が
定
住
し
、
子
育
て
が
し
や
す
い
環
境
を

整
備
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
若
者
が
定
住
す
る

条
件
と
し
て
、
養
育
に
対
す
る
経
済
的
支
援
、
住
む
場
の
確

保
、
働
く
場
の
確
保
が
あ
り
ま
す
。

　

具
体
的
施
策
と
し
ま
し
て
、

・
子
育
て
世
帯
に
対
す
る
経
済
的
支
援
と
し
て
、
保
育
料
の

第
3
子
以
上
の
無
料
化
、
第
2
子
の
半
額
免
除
、
給
食
費
の

減
免
な
ど
を
行
い
ま
す
。

・
住
む
場
の
確
保
は
、
若
者
向
け
の
土
地
分
譲
、
建
築
助
成
、

加
え
て
空
き
家
の
活
用
を
推
進
し
ま
す
。

・
働
く
場
に
つ
き
ま
し
て
は
、
産
業
を
振
興
し
、
現
有
企
業

の
活
性
化
を
図
り
、
雇
用
の
拡
大
を
進
め
ま
す
。
加
え
て
、

新
規
企
業
の
誘
致
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
子
育
て
支
援
に
は
か
な
り
の
財
政
的
負

担
が
生
じ
ま
す
。
そ
の
財
源
の
一
部
に
組
み
込
む
た
め
、

「
ふ
る
さ
と
納
税
」
の
制
度
を
大
い
に
活
用
し
、
財
源
の
確

保
に
努
め
ま
す
。
こ
の
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、
町
民
の
皆
様

に
も
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◉
町
中
（
中
心
市
街
地
）
の
再
生
、
活
性
化
を
推
進
し
、
コ

ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
ー
（
歩
い
て
生
活
で
き
る
町
）
の
実
現

を
目
指
し
ま
す
。
そ
し
て
、
町
中
総
合
整
備
計
画
へ
と
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。
空
き
家
対
策
に
つ
い
て
も
、
条
例
化

す
る
な
ど
、
利
活
用
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

◉
農
業
面
で
は
、
田
園
風
景
を
守
り
つ
つ
、
法
人
化
、
6
次

産
業
創
出
な
ど
農
業
の
活
性
化
に
取
り
組
み
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に

負
け
な
い
強
い
農
業
を
目
指
し
ま
す
。

◉
観
光
面
で
は
、
景
観
を
生
か
し
た
観
光
の
推
進
と
、
広
域

と
の
連
携
を
強
め
、
池
田
町
の
魅
力
を
発
信
し
、
併
せ
て

移
住
者
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
ワ
イ
ナ
リ
ー
構
想
を
推
進
し
、
観
光
の
要
素
に
加

え
、
魅
力
づ
く
り
、
働
く
場
の
拡
充
も
図
り
ま
す
。

◉
福
祉
面
で
は
、
健
康
で
長
生
き
、
福
祉
の
町
づ
く
り
を
目

指
し
ま
す
。
生
き
が
い
を
つ
く
り
、
元
気
で
長
生
き
で
き

る
社
会
、
ス
ポ
ー
ツ
を
振
興
し
、
健
康
づ
く
り
に
取
り
組

み
ま
す
。

◉
歴
史
、
文
化
を
守
り
、
郷
土
愛
を
育
み
ま
す
。
子
ど
も
た

ち
の
郷
土
愛
を
育
み
、
人
と
の
絆
を
深
め
る
た
め
、
あ
い

さ
つ
運
動
を
推
進
し
ま
す
。
そ
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
健

全
な
精
神
、
健
全
な
情
緒
を
育
む
た
め
、
「
早
寝
、
早
起

き
、
朝
ご
は
ん
」
の
生
活
習
慣
を
推
進
し
ま
す
。
資
料
館

を
つ
く
り
、
文
化
財
の
保
護
と
公
開
、
伝
承
を
行
い
ま
す
。

◉
循
環
型
社
会
の
構
築
に
取
り
組
み
ま
す
。
自
然
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
活
用
し
、
エ
コ
タ
ウ
ン
構
想
を
推
進
し
ま
す
。
ま

た
、
ゴ
ミ
の
減
量
を
図
り
、
リ
サ
イ
ク
ル
、
リ
ユ
ー
ス
に

取
り
組
み
ま
す
。

　　

以
上
の
よ
う
な
ビ
ジ
ョ
ン
、
施
策
を
持
っ
て
今
後
の
町
政

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
様
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

池
田
町
で
は
幸
い
に
も
、
あ
づ
み
病
院
の
新
病
棟
が
本
年

３
月
に
完
成
し
、
新
規
オ
ー
プ
ン
し
、
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

の
設
計
も
進
め
ら
れ
、
さ
ら
に
は
、
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ

ー
ル
の
計
画
が
具
体
化
し
て
、
町
全
体
が
活
気
づ
い
て
い
ま

す
。
町
民
の
皆
様
と
力
を
合
わ
せ
て
活
力
あ
る
町
づ
く
り
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
以
上
で
町
長
就
任
の
ご
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。
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若
者
に
定
住
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な

「
美
し
い
町
づ
く
り
」を
意
識
し
な
が
ら

そ
の
ほ
か
の
施
策
ビ
ジ
ョ
ン

具
体
的
な
町
づ
く
り
の
ビ
ジ
ョ
ン

甕　聖章（もたい　きよあき）
昭和 22 年 11 月 7 日生まれ（68 歳）
池田町生まれ　一丁目在住
都立両国高校－中央大学理工学部卒業
◦平成 15 年 4 月　池田町議会議員初当選
◦平成 23 年 5 月～平成 25 年 4 月
	 池田町議会議長
　観光協会副会長や商工会理事を務め、
町の振興に携わるとともにガイドマスターと
して活動し町の魅力を伝えてきた。趣味は
ウォーキング。家族は妻、子ども5人、孫12人。

甕町長プロフィール



　

平
成
28
年
度
の
一
般
会
計
と
特

別
会
計
、企
業
会
計
の
予
算
が
、町

議
会
３
月
定
例
会
で
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

　

一
般
会
計
予
算
額
の
当
初
予
算

は
、経
常
的
経
費
を
中
心
と
し
た

骨
格
予
算
と
な
っ
て
い
て
、総
額
は

41
億
1
，３
０
０
万
円
で
前
年
度

と
比
べ
２
億
６
，０
０
０
万
円（
△

5.9
％
）の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

年
度
当
初
か
ら
の
執
行
が
必
要

な
事
業
や
す
で
に
実
施
す
る
こ
と

が
決
定
し
て
い
る
事
業
を
除
い
た

政
策
経
費
の
肉
付
け
に
つ
い
て
は
、

今
後
補
正
に
計
上
し
本
格
予
算
と

す
る
予
定
で
す
。

　

予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、後
期

基
本
計
画
に
お
け
る
重
点
施
策
と

の
整
合
に
充
分
留
意
し
、町
民
本

位
で
、次
世
代
に
繋
が
る
予
算
と

し
ま
し
た
。

一般会計歳入予算構成比率　総額 41億 1,300 万円

一般会計歳出予算構成比率　総額 41億 1,300 万円
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平
成
28
年
度
当
初
予
算

一
般
会
計
は
41
億
1
，
３
０
０
万
円

全　体
町税の内訳

※１自主財源　町が自主的に収入にできる財源
※２依存財源　国や県から交付される財源など

目的別 性質別

町税
893 百万円 22% 使用料

および
手数料
63 百万円
1%

その他
245 百万円 6%

地方交付税
1,800 百万円　44%

県支出金
273 百万円　7%

町債
318 百万円

8%

譲与税・交付金
231 百万円　5%

町民税
426 百万円　48%

町たばこ税
54 百万円　6%

軽自動車税
33 百万円　4%

固定資産税
380 百万円　42%

人件費
743 百万円 18%

繰出金
622 百万円
15%

その他
65 百万円 2%

普通建設事業費
328 百万円 8%

補助費等
628 百万円 15%

物件費
832 百万円 20%

公債費
497 百万円
12%

扶助費
398 百万円
10%

義務的
経費
1,638 百万円
　40%

その他の
経費
2,147 百万円
　52%

投資的経費
328 百万円　8%

民生費 
1,333 百万円 
32%

議会費 68 百万円 2%その他 106 百万円 2%

消防費 
179 百万円 4%

農林水産業費 
236 百万円 6%

土木費 
442 百万円 
11%

衛生費 
284 百万円 
7%

教育費 
453 百万円 
11%

総務費 
515 百万円 
13%

公債費 
497 百万円　
12%

委託料　324 百万円
賃　金　225 百万円
需用費　164 百万円
その他　119 百万円

補助金　109 百万円
負担金　388 百万円
その他　131 百万円

依存財源※
２

2,912 百万円　71%

自主財源※
1

1,201 百万円
29%

国庫支出金
290 百万円　7%



【
歳
入
】

　

町
税
は
、
前
年
比
８
０
８
万
円
（
0.9
％
）
の
増
額
を
見

込
み
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
町
民
法
人
税
の
伸
び
、
軽
自
動

車
税
で
は
税
制
改
正
に
よ
る
税
率
の
変
更
に
よ
る
増
収
等

を
見
込
み
ま
し
た
。

　

歳
入
全
体
の
40
．
３
％
と
最
も
大
き
な
割
合
を
占
め
る

地
方
交
付
税
は
昨
年
度
実
績
に
よ
り
４
，
０
０
０
万
円

（
2.3
％
）
の
増
額
を
見
込
み
ま
し
た
。
譲
与
税
・
交
付
金

等
は
、
昨
年
度
の
実
績
を
参
考
に
景
気
の
動
向
を
踏
ま
え

た
金
額
を
見
込
み
ま
し
た
。

　
　

地
方
消
費
税
交
付
金
は
、平
成
26
年
４
月
よ
り
消
費
税

率
の
改
正
が
あ
り
、今
年
度
は
3
，０
０
０
万
円（
25
．0
％
）

増
額
の
１
億
5
，０
０
０
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

町
債
は
、
同
比
２
億
３
，
５
８
０
万
円
（
△
42
．
6
％
）

の
減
を
見
込
み
ま
し
た
。
こ
れ
は
消
防
団
拠
点
施
設
整
備

お
よ
び
消
防
無
線
デ
ジ
タ
ル
化
事
業
等
の
減
が
要
因
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
県
支
出
金
は
、
農
業
体
質
強
化
基
盤
整
備

促
進
事
業
等
の
減
額
を
見
込
み
前
年
比
２
，
２
９
７
万
円

（
△
7.8
％
）
の
減
額
、
繰
入
金
は
安
曇
総
合
病
院
増
改
築

工
事
補
助
金
等
の
減
に
よ
り
同
比
１
億
１
，
８
３
５
万
円

（
△
75
．
1
％
）
の
減
額
を
見
込
み
ま
し
た
。

【
歳
出
】

　

民
生
費
は
、
介
護
給
付
訓
練
等
給
付
費
の
増
な

ど
に
よ
り
同
３
，
８
０
９
万
円
（
2.9
％
）
の
増
額

を
見
込
み
ま
し
た
。

　

衛
生
費
は
、
安
曇
総
合
病
院
増
改
築
工
事
補
助

金
等
の
減
な
ど
に
よ
り
、
同
9
，
７
７
４
万
円
（
△

25
．
6
％
）
の
減
額
を
見
込
み
ま
し
た
。

　

農
林
水
産
業
費
は
、
農
業
体
質
強
化
基
盤
整
備

促
進
事
業
等
の
減
な
ど
に
よ
り
同
４
，
３
１
６
万

円
（
△
15
．
5
％
）
の
減
額
を
見
込
み
ま
し
た
。

　

土
木
費
は
、
道
路
改
良
事
業
等
の
減
な
ど
に
よ

り
同
５
，
５
１
２
万
円
（
△
11
．
1
％
）
の
減
額

を
見
込
み
ま
し
た
。

　

消
防
費
は
、
消
防
団
拠
点
施
設
整
備
事
業
等
の

減
に
よ
り
同
比
１
億
２
，
３
９
４
万
円
（
△
40
．

9
％
）
の
減
額
を
見
込
み
ま
し
た
。

　

教
育
費
は
、
学
校
施
設
改
修
等
の
減
に
よ
り
同

２
，
５
４
５
万
円
（
△
5.3
％
）
の
減
額
を
見
込
み

ま
し
た
。

　

公
債
費
は
、
償
還
元
金
の
増
に
よ
り
同
6
，

１
８
７
万
円
（
14
．
2
％
）
の
増
額
を
見
込
み
ま

し
た
。

■
会
計
別
当
初
予
算
額

■
一
般
会
計
予
算
の
概
要

会　計　名 平成 28 年度 平成 27 年度 増減比

一 般 会 計 41 億 1,300 万円 43 億 7,300 万円 △ 5.9％

特 別 会 計 合 計 20 億 1,387 万円 20 億 7,520 万円  △ 3.0％

工 場 誘 致 等 608 万円 608 万円 0.0％

国 民 健 康 保 険 12 億 3,601 万円 13 億 3,554 万円 △ 7.5％

後 期 高 齢 者 医 療 1 億 2,456 万円 1 億 1,976 万円 4.0％

下 水 道 事 業 6 億 3,514 万円 5 億 9,931 万円 6.0％

簡 易 水 道 事 業 1,208 万円 1,451 万円 △ 16.7％

水道事業会計

収益的
収 支

（収入） 2 億 5,350 万円 2 億 5,988 万円 △ 2.5％

（支出） 1 億 8,813 万円 1 億 9,815 万円 △ 5.1％

資本的 
収 支

（収入） 259 万円 259 万円 0.0％

（支出） 1 億　948 万円 9,843 万円 11.2％

広報いけだ 5



問い合わせ先　総務課財政係　℡ 62-3131（代表）

議会費                      6,846 万円 
議会運営、議会だより発行など議員の報酬や議会の運営などに使

われる経費

総務費             5 億 1,471 万円 庁舎維持管理、広報発行、財産管理、てるてる坊主のふるさと応援寄
付金、電算システム保守管理、自治会活動費交付金、元気なまちづく
り事業、交通安全防犯対策、バス等運行事業、消費者行政、防災対策、
税務業務、参議院議員選挙、統計調査等など

庁舎管理や税務、戸籍事務などに
使われる経費

民生費      　13 億 3,348 万円 町社会福祉協議会補助金、出産祝金、国保会計繰出金、後期高齢者
医療事業、介護給付訓練等給付費、介護保険広域連合負担金、福祉
医療給付事業、総合福祉センター維持管理、福祉企業センター事業、
保育園・児童センター運営費、児童手当など

高齢者や子ども、障がい者などに
対する福祉や医療、子育て支援な
どに使われる経費

衛生費             2 億 8,402 万円 安曇総合病院増改築工事補助金、はつらつ健康スタンプ事業、池田
松川葬祭分火葬料無料負担金、予防接種事業、各種検診等委託、妊
婦一般検診委託、ＥＶ急速充電器事業、太陽光発電システム設置補
助金、簡水会計繰出金、一般廃棄物収集・処理委託料、穂高広域施
設組合負担金、など

ごみの処理、リサイクルなどの環境
対策や、保健事業などに使われる
経費

労働費・農林水産業費
 2 億 3,622 万円

新入社員歓迎会、農業委員会運営事業、中山間地域直接支払補助金、
青年就農給付金、花とハーブの里づくり事業、多目的研修集会施設
管理、営農視線センター推進事業、多面的機能支払交付金、林業振
興事業、有害鳥獣対策事業、森林の里親事業など

勤労者就労環境の改善や農林業
などの振興に使われる経費

商工費                   1 億 32 万円 工場誘致助成金、経営改善普及事業、ものづくり産業クラスター形
成事業、町観光協会・観光推進本部補助金、池田ふるさと祭り事業、
ワイン祭り、大峰高原白樺の森管理事業、ウォーキング大会、てるて
る坊主アート展事業など

観光や商工業の振興などに使われ
る経費

土木費             4 億 4,184 万円 社会資本整備総合交付金事業、道路橋等の定期点検事業、道路の
維持・舗装・改良事業、交通安全対策事業、河川改修事業、クラフトパ
ーク管理、下水道会計繰出金、公営住宅管理経費、住宅・建築物安全
ストック形成事業など

道路の舗装や除雪、公園、町営住
宅の管理などに使われる経費

消防費            １億 7,923 万円
北アルプス広域連合常備消防負担金、消防団運営経費、消防団詰所
整備事業、消防施設経費、災害対策経費など消防や救急活動などに使われる経

費

教育費             4 億 5,298 万円 高瀬中広島平和記念式典参加補助金、社会資本整備総合交付金事業
（地域交流センター等設計、二丁目教員住宅・中学校プール取り壊し、

弓道場移転工事）、美術館指定管理料、教育委員会運営、小中学校の
管理・教育振興経費、公民館・図書館・記念館・総合体育館・創造館等
の管理・事業活動経費、てるてる坊主記念館改修事業、青少年育成、
男女共同参画推進、文化財保護、町民活動サポートセンターなど

小中学校や公民館、図書館、スポー
ツ振興などに使われる経費

公債費             4 億 9,674 万円
町債の償還

町が借り入れたお金の返済金

■一般会計予算の主な事業内容
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新しい農業委員が決まりました
　新しい農業委員が決まりました。なお、農業委員会等に関する法律が改正され、今回から公選制を廃止し、町議会
同意による任命制となりました。また、農地利用最適化を推進するため、農地利用最適化推進委員が新設されました。
　※写真は左上から右へ議席番号順。敬称略。

滝澤健一（中之郷）
担当：鵜山・中之郷・南台

柳澤　豪（豊町）
担当：豊町・一丁目・吾妻町・

東町

松澤利昭（正科）
担当：堀の内・正科・広津

横山弘樹（林中）
担当：林中・内鎌・和合・十日市場・

高瀬橋南のサポート

田中房明（内鎌）
担当：林中 ･ 内鎌・和合

十日市場・高瀬橋南

山﨑正治（中木戸）
担当：渋坂・坂下・中木戸・

新屋敷・渋南

竹内満長（滝南）
担当：滝沢・滝の台

田中貴子（内鎌）
担当：内鎌・広津・

陸郷のサポート

竹内清隆（二丁目）
担当：二丁目・三丁目・

四丁目・五丁目

丸山史子（一丁目）
担当：一丁目・広津・

陸郷のサポート

臼井敏之（半在家）
担当：中島・半在家・千本木台・
　　　  相道寺・花見・陸郷

山﨑英男（日影栗本）
担当：池田・広津

太田芳寛（堀の内）
会長

荒井勇（七五三掛）
担当：会染・中鵜・陸郷

問い合わせ先　
農業委員会事務局　℡ 62-3127

広報いけだ 7

農業委員 12 名

農地利用最適化推進委員 2 名
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役
場
職
員
の
人
事
異
動
お
よ
び
各
課
体
制
の
お
知
ら
せ

　平成 28 年 4 月 1 日付役場職員の人事異動および各課の体制をお知らせします。
　職員一同、池田町のため精一杯頑張ります。よろしくお願いします。

　なお、掲載は臨時職員等を除き、派遣を含む正規職員のみです。

【凡例】新…新規採用　異…異動者　社…池田町社会福祉協議会からの派遣

総務課
課長　中山彰博

係長	 丸山光一	
	 遠藤孝昭	
	 丸山佳男	
	 山本有紀衣	

総務係
係長	 塩嶋康彰	
	 薄井誠一	
	 宮腰友美	
	 田中慎也	 新

課税係
係長	 大澤孔	
	 西澤正之	
	 松島健治	

町づくり推進係

係長	 塩川利夫	
	 平林源由	

財政係
係長	 矢口喜輝	
	 塚田優衣	

収納係

住民課
課長　倉科昭二　

係長	 渡辺龍	
	 塩原舞子	
	 宮坂里穂	

住民係
係長	 滝沢健彦	
	 浅野景太	

医療係
係長	 下條浩久
	 今溝美帆	

生活環境係

保育課

課長　勝家健充　
園長	 遠藤寿子	
	 矢口秀美
	 淀純枝
	 丸山裕絵
	 倉科雅子	 異
	 今溝景子	 異
　　	 中山菜美	
	 宮川紗恵	 新

池田保育園
園長	 笠井幸江	 異
主任	 三澤明子	
	 小林はるみ	
	 松田佳世	 異        
　　   小日向郁恵
	 石川藍	 異
	 小林大輔	 新

会染保育園

係長	 那須ゆかり	
保育係

会計課
課長　矢口衛　

議会事務局
事務局長	 大蔦奈美子	 異   
                 綱島尚美

特別職
町　長　甕　聖章
教育長　平林康男

	 高岡妙子	
	 矢口玲子

会計係

総務課付
長野県後期高齢者医療広域連合 派遣

片瀬好美	 異
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福祉課
課長　小田切隆　

係長	 工藤利枝子	
係長	 瀧沢祐子
	 矢口久美	 異
	 塩嶋幸代	
	 宮﨑美鈴	

健康づくり係
係長	 伊藤芳子
係長	 宮本瑞枝	 異
	 井上賢一郎	 社
	 有田和美	 社
	

地域包括支援センター
係長	 倉科吉樹	

保健係

山﨑友見   小林祐茉   神田夏織   五十嵐ちひろ

係長	 寺嶋秀徳	
	 師岡史江
	 平川和代	 異	
	 竹内佑里	
	 丸山沙織	 新

福祉係

センター長　神谷哲彦　新	
　　 　  中島博美　異
　　 　  羽場貴美子

こども支援センター

建設水道課
課長　丸山善久　

係長	 蜜澤佳洋	
	 廣田和也	
	 柳生一真	

水道係

係長	 山本利彦	
	 小林裕	

土木係
	 髙木さおり	

土地開発公社

振興課
課長　宮崎鉄雄

係長	 那須信博	
耕地林務係

係長	 井口博貴	
	

商工観光係
係長	 宮澤達	
	 中山勲	
	 丸山剛

農政係

係長	 片瀬登	
観光推進本部

事務局次長　山岸寛	
農業委員会

教育課
課長　藤澤宜治	

＜総合体育館＞
係長	 塩原正彦	
	 水野今朝寿	 異

＜公民館＞
係長	 平川通寿	
係長	 寺島靖城
	 塩原長	

生涯学習係

センター長　竹枝こずえ	 新
池田・会染児童センター

係長	 塩川亜弥子	
	 小田原飛鳥	 新

学校総務係

係長	 平川通寿	
クラフトパーク係

休業

退職
＜ 3 月末＞

新入職員

田中慎也
（総務課課税係）

宮川紗恵
（保育課池田保育園）

丸山沙織
（福祉課福祉係）

師岡栄子　　　　千賀絵里

小林大輔
（保育課会染保育園）

小田原飛鳥
（教育課学校総務係）

係長	 髙山武	
	 窪田和大	
	 横澤孝彰	 異

建設管理係
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５月２０日　　（金）～８月１９日（金）
0261-61-5000（池田町役場 福祉課 福祉係【やすらぎの郷内】）

申請受付期間：

電 話 番 号：

申請に関するお問い合わせ先

池 田 町
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○高齢者向け給付金を受け取るためには、市町村へ申請が必要です。
○申請先は、平成27年１月１日時点で住民票がある市町村です。
（平成27年から現在まで引越をしていなければ、基本的に現在お住まいの市町村が申請先になります。）

○池田町の場合、対象者には５月中旬に 申請書を発送します。
○申請書の受付期間は、平成28年５月20日(金)～平成28年８月19日(金)です。

申請方法

支給対象者

平成27年度臨時福祉給付金の支給対象者に該当する方のうち、
平成29年3月31日までに65歳以上になる方

（ただし、生活保護の受給者である方などは除きます。）

支給額

1人につき 30 ,000円 ※支給は１回です。

A.昭和27年4月1日以前に生まれた方です。
（昭和27年4月1日に生まれた方も含みます。）

A.支給対象者になります。
平成27年度臨時福祉給付金を
実際に受給したか否かは問いません。

A.支給対象者になります。
年金を受給しているか否かは問いません。

A.お住まいの地域によって異なりますが、収入が年金のみ
で東京23区等にお住まいの場合、単身者で年収「155万円」、
配偶者を扶養している場合で年収「211万円」となります。

A.平成27年度分の住民税が課税されていない方です。
（ただし、住民税において、
課税者の扶養親族となっている方は除きます。）

Q.住民税が課税されない所得水準の目安
（非課税限度額）を教えてください。

Q.「平成27年度臨時福祉給付金の
支給対象者」とはどのような人ですか？

Q.平成27年度臨時福祉給付金の支給対象者に
該当しますが実際には受給していません。
今回の給付金の支給対象者になりますか？

Q.「平成29年3月31日までに65歳以上に
なる方」は、いつまでに生まれた人ですか？

Q.年金を受給していなくても、
今回の給付金の支給対象者になりますか？

Q.よくあるご質問 A.回答

池田町役場 福祉課 福祉係 (やすらぎの郷内)　℡ 61－5000

お問い合わせ先

検索カクニンジャ

。
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池田町消防団新体制スタート

片瀬貞之  団長
（滝沢）

大出高志  副団長
（吾妻町）

　４月 13 日に平成 28 年度の自治会協議会が開催され協議会長等が選任されました。今後一年間、新しい

自治会長の皆さんには町と地域のパイプ役となっていただきます。よろしくお願いします。（敬称略）

問い合わせ先　総務課町づくり推進係　℡ 62-3129（直通）

　４月 11 日、団長に片瀬貞之氏が就任し池田町消防団が新体制で始動しました。6 つの分団とラッパ隊、救護隊、バ

イク隊、女性消防隊で構成され住民のみなさんの貴重な財産と尊い人命を災害から守ります。

分団名 担当地域 職　名 氏　　名

本　部 ー

団長 片瀬　貞之

副団長 大出　高志

消防主任 丸山　光一

消防副主任 丸山　佳男

ラッパ隊 ー ラッパ長 小林　崇浩

救護隊 ー 救護長 袖山　孝徳

バイク隊 ー バイク隊長 荻窪　宣徳

女性消防隊 ー 女性消防隊長 倉科　雅子

分団名 担当地域 職　名 氏　　名

本部分団 町全域
分団長 薄井　誠一

副分団長 中山　　勲

第 1 分団

豊町・吾妻
町・一丁目・
東町・二丁目・
三丁目・四丁

目・五丁目

分団長 平林　浩司

副分団長 鈴木　武彦

第 2 分団

堀の内・正
科・中島・半
在家・千本木
台・相道寺・

広津・法道

分団長 三澤　　優

副分団長 松澤　哲也

第 3 分団 花見・滝沢・
滝の台・陸郷

分団長 和澤　寿浩

副分団長 矢口　征吾

第 4 分団 渋田見・鵜山・
中之郷・南台

分団長 小林　博幸

副分団長 滝沢　俊平

第 5 分団
十日市場・内
鎌・和合・高
瀬橋南・林中

分団長 三澤　幸永

副分団長 丸山　真紀

地区名 自治会長名 協議会役職 地区名 自治会長名 協議会役職 地区名 自治会長名 協議会役職
豊町 中原　博嗣 千本木台 山本　利彦 渋南 伊藤　晴夫 代議員

一丁目 中原　敏夫 代議員 半在家 浅田　孝芳 内鎌 松田　邦彦

吾妻町 山本　洋久 相道寺 宮澤　敏文 和合 吉田　洋子

東町 田中　崇之 代議員 花見 森屋　尚人 十日市場 中山　邦男 代議員
二丁目 栗林　秀夫 滝沢 片瀬　善則 代議員 高瀬橋南 長橋　昭晴

三丁目 曽根原伸治 滝の台 内山　重喜 鵜山 立岩　玄人 代議員
四丁目 片瀬　雅紀 林中 片瀬　章寛 会長 中之郷 滝澤　耕司

五丁目 須澤　基樹 代議員 渋坂 中山　　勉 南台 市来　永生

堀の内 薄井敬士郎 代議員 坂下 小川原文夫 広津北山 荻窪　政信

正科 蜜澤　愛人 副会長 中木戸 吉江　雄二 広津中央 中澤　孝幸

中島 中山　　崇 代議員 新屋敷 矢口　和男 陸郷 宮澤　大治 代議員

池田町消防団報 Vol.33 ～私たちが頑張っています～
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ハーバルヘルスツーリズムシンポジウム開催
　町では、平成２７年度より豊かな自然と地域特有の資源であるハーブ等を融合したハーバルヘルス
ツーリズムを推進し、都市部からの誘客と町の産業振興を図っています。

　平成 28 年 3 月 7 日（日）、東京都千代
田区の都市センターホテルで、平成 27 年
度から取り組み始めた「ハーバルヘルス
ツーリズム」について、首都圏企業等のみ
なさまと今後のあり方を考えるシンポジウ
ムを開催しました。

　当日は、長野県知事　阿部守一氏をお招きし、「地方創生とヘルスツーリズム」と題し、
長野県の観光の方向性、健康長寿の秘訣、ヘルスツーリズムの更なる発展に向けた検
討事例等についてお話しをしていただきました。
　また、池田町やカミツレ研究所の取り組みの事例発表やＭｏｍｏ統合医療研究所
　所長　医師・医学博士　木村理砂氏による企業のストレスチェックや自然療法につ
いて話題提供をしました。
　
　シンポジウムでは、『都市や海外のニーズを捉えた
新たなヘルスツーリズムのあり方』について、「長野
県の自然を活かしたメンタルヘルスを活用したイン
バウンド」「池田町でのメンタルバランスプログラム
の有用性」「メンタルヘルスプログラム、企業ＣＳＲ
プログラム例の紹介／食の重要性」「池田町の地方創生事業の今後」「ハーバルヘル
スツーリズムの可能性」を中心にパネラーによるディスカッションを行いました。

ファシリテータ　（一社）ロハス・ビジネス・アライアンス　共同代表　 大和田順子氏

パネラー　　　Ｍｏｍｏ統合医療研究所所長	 医師・医学博士　木村理砂氏
長野県森林セラピーアドバイザー	 浅原武志氏
㈱カミツレ研究所  代表	 北條裕子氏
池田町役場　振興課　課長	 宮﨑鉄雄

　実施後に行ったアンケート調査では、池田町のヘルスツーリズムへの取り組みに関
心を持ったという回答が約 90％、導入を検討したいという回答が約 20％ありました。
今後も本事業について、更なる推進をしていく予定です。

問い合せ先　振興課 農政係　℡ 62-3127
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子育て家庭に必要な情報を盛り込んだガイドブックと、概要版のポケットブックの
２種類あります。ガイドブックは普段自宅に置いて、ポケットブックは母子手帳ケー
ス等に入れて持ち歩き、必要な時にご覧ください。

配付対象家庭：未就学のお子さんがいる家庭

配布方法：池田保育園・会染保育園に在園のお子さ
んがいる場合は各園を通じて配布します。
池田保育園・会染保育園に在園のお子さん
がいない場合は保健センター健診の機会等に配付します。
健診等の機会がない場合は郵送します。

全国健康保険協会(協会けんぽ)の保険証をお持ちのご家族の方（40歳～74歳の被扶養者）

がん検診は池田町が実施する検診を受けることができます

協会けんぽの問い合わせ先

全国健康保険協会長野支部 保健グループ

☎ 026-238-1253 (直通)

http://www.kyoukaikenpo.or.jp/ 協会けんぽ 検索

〒380-8583 長野市南長野西後町1597-1

●平成２8年１月以降加入の方
●任意継続加入の方は…

受診券の申請が必要です

申請書をお送りしますので、協会けんぽへ
ご連絡ください。
また、申請書はホームページからダウンロード
もできます。ご利用ください。

協会けんぽから届く「受診券」を利用して
「特定健診」をお受けください

①お手元に受診券をお届します
受診券は加入者ご本人（被保険者）のご自宅に送付
されます。（一部住所のわからない方については、
お勤め先を通して届けられます）

※協会けんぽからの発送は4月中です

②健診機関に予約して健診を受けましょう
●健診実施機関・健診費用は池田町が実施する特定
健診と異なります。協会けんぽの特定健診を受診
できるかご確認ください。

●受診当日は、「受診券」と「保険証」と「健診費用」
を忘れずにお持ちください。昨年度の特定健診の
結果をお持ちの方は、併せてお持ちいただくこと
をお勧めします。

①返納 

池田町交番等 役場 

②通知書発行 

③通知書の提出 

④無料交付 

運転免許証の自主返納について 運転免許証の自主返納について 
交通事故防止を図るため、運転免許を自主返納した（またはする）方に、
自主返納の支援事業として町営バス共通乗車券を無料交付しています。 

運転免許返納から無料交付までの流れ 

●対象（以下のすべてを満たす方） 
・池田町の住民基本台帳に記載されている方 
・平成 23 年 4 月 1 日以降に運転免許証を自主返納した方（またはする方） 

※自主返納時 1 度のみとなります。 
●支援内容

・町営バス共通乗車回数券 
2冊（150 円券 × 22枚つづり）の無料交付 

●申請場所
・住民課生活環境係（役場 2 番窓口）

●必要な物 
・警察署（交番）で発行された運転免許の取消通知書 

問い合せ先 住民課生活環境係 ℡62-2203 

運転免許証

運転免許証の 
取消通知 

運転免許証の
取消通知 

配付対象家庭以外の方もご希
望があればお渡ししますので、
お手数ですがやすらぎの郷まで
ご来館ください。

問い合せ先
福祉課こども支援センター　℡ 61-5000

広報いけだ 16

子育てガイドブック・ポケットブック(平成 28 年度版 ) が完成しました



①返納 

池田町交番等 役場 

②通知書発行 

③通知書の提出 

④無料交付 

運転免許証の自主返納について 運転免許証の自主返納について 
交通事故防止を図るため、運転免許を自主返納した（またはする）方に、
自主返納の支援事業として町営バス共通乗車券を無料交付しています。 

運転免許返納から無料交付までの流れ 

●対象（以下のすべてを満たす方） 
・池田町の住民基本台帳に記載されている方 
・平成 23 年 4 月 1 日以降に運転免許証を自主返納した方（またはする方） 

※自主返納時 1 度のみとなります。 
●支援内容

・町営バス共通乗車回数券 
2冊（150 円券 × 22枚つづり）の無料交付 

●申請場所
・住民課生活環境係（役場 2 番窓口）

●必要な物 
・警察署（交番）で発行された運転免許の取消通知書 

問い合せ先 住民課生活環境係 ℡62-2203 

運転免許証

運転免許証の 
取消通知 

運転免許証の
取消通知 
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経済センサスキャラクター 

総務省・経済産業省・長野県・池田町
経済センサス-活動調査については、キャンペーンサイトをご覧ください。

平成２８年

６月１日

http://www.e-census2016.stat.go.jp/ 

経済センサス２０１６ 検索

広報いけだ 18

問い合せ先　総務課町づくり推進係　℡ 62-3129



自動車税に関するお知らせ

◆お手元に届いた「納税通知書」をお持ちのうえ、お近くの銀行・郵便局・農協等で５月 31日（火）
　までに納めてください。納付場所の詳細については、納税通知書の裏面に記載されています。

◆「納税通知書」の領収書に付いている「自動車税納税証明書」は、車検時に必要となりますので、車検証と一緒

　に大切に保管してください。（納税確認ができないと車検証が交付されません）

自動車税の納期限は、５月 31日（火）です

以下の場合はお問い合せください
・5 月下旬になっても「納税通知書」が届かない。

・使っていない自動車の「納税通知書」が届いた。

・身体障害者の減免制度に該当するかわからない。

問い合せ先　県庁総務部税務課自動車税係　℡ 026‐235‐7051
　　　　　　北安曇地方事務所税務課　　　℡ 0261‐23‐6505

◆身体障害者等の方の減免制度があります。障害者手帳の交付を受けている方で、かつ、一定の障害以上の方が所

　有する車の自動車税は、申請により減免できる制度があります。（軽自動車との重複はできません）

　詳細については、地方事務所税務課までお問い合せください。

身体障害者等の方の減免制度があります

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 1211
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30

月

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 1211
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30

月

平成 28 年度 ごみ・リサイクルカレンダーについてお詫びと訂正 
先に配布を行いました平成 28 年度ごみ・リサイクルカレンダー池田・会染・中鵜地区版の一部に誤りがありました。 
11 月 12 日の土曜日がビン類・ガラスくず・陶器類の回収となっていますが、12 日は段ボール・新聞・雑誌・雑がみ・

衣類・布類・飲用紙パック・紙製容器包装の回収日です。 
ビン類・ガラスくず・陶器類の回収は 11 月 19 日の土曜日となります。お詫びして訂正します。 

誤                    正 

問い合せ先 住民課生活環境係 ℡62-2203 

12 日が 『ビン類・ガラスくず・陶器類』 となって
いますが、誤りです。 

正しくは 12 日は 『段ボール・新聞・雑がみ・衣類・
飲用紙パック・紙製容器包装の回収』 
19 日が 『ビン類・ガラスくず・陶器類の回収』 です。 
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池
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町
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お
よ
び
創
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館

の
ご
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用
に
つ
い
て

　　

普
段
か
ら
多
く
方
に
ご
利
用
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
池
田
町

公
民
館
お
よ
び
創
造
館
の
ご
利
用
方
法

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
休
館
日
】

〈
公
民
館
〉

月
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始

〈
創
造
館
〉

月
曜
日
、
祝
日
の
翌
日
、
年
末
年
始

両
館
と
も
そ
の
他
臨
時
休
館
あ
り

【
開
館
時
間
】

午
前
８
時
30
分
～
午
後
９
時
30
分

た
だ
し
、土
日
で
午
後
５

時
以
降
の
予
約
が
無
い

日
は
午
後
５
時
15
分
で

閉
館
と
な
り
ま
す
。

【
利
用
方
法
】

①
電
話
等
で
空
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状
況
確
認
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仮
予
約

（
利
用
希
望
日
の
３
カ
月
前
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可
）

②
利
用
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日
の
３
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ま
で
に
窓
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に
て
申
請
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よ
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申
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時
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れ
る
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そ
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週
の
水
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で
）

③
施
設
利
用

　

準
備
か
ら
掃
除
ま
で
を
予
約
時
間
内

で
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

キ
ャ
ン
セ
ル
の
場
合
は
で
き
る
だ
け

早
く
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

④
お
支
払

　

利
用
料
を
窓
口
に
て
お
支
払
い
く
だ

さ
い
。
サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
月
に
複
数

回
行
う
方
は
月
末
締
め
の
ま
と
め
払
い

も
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
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合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
せ
先

　

池
田
町
公
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62
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２
０
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8

　

創
造
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℡
62
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6
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5

■
健
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ラ
オ
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発
表
会

　

３
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25
日
、
池
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民
館
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で

健
康
カ
ラ
オ
ケ
塾
の
発
表
会
を
開
催
し

ま
し
た
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こ
の
発
表
会
は
塾
参
加
者
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他
、一
般
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方
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め
総
勢
43
の
個
人
・
デ
ュ
エ
ッ

ト
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。発
表
会
と
い
う

こ
と
で
全
員
が
フ
ル
コ
ー
ラ
ス
で
自
慢

の
持
ち
歌
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が
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装
で
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加
す
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方
も
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て
発
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会
に
花
を
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て
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だ
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し
た
。

ま
た
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ど
自
慢
で
長
野
県
代
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っ

た
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澤
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一
郎
さ
ん
や
日
本
音
楽
審
査

員
協
会
の
増
澤
武
さ
ん
に
模
範
歌
唱
を

し
て
い
た
だ
き
、参
加
さ
れ
た
皆
さ
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は

そ
の
歌
唱
力
に
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き
入
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い
ま
し
た
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公
民
館
で
は
、こ
の
流
れ
を
汲
ん
で
28

年
度
も
健
康
カ
ラ
オ
ケ
塾
を
開
催
す
る

予
定
で
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

問
い
合
せ
先

　

池
田
町
公
民
館　

℡
62
‐
２
０
５
8

■
松
本
山
雅
Ｆ
Ｃ
キ
ャ
リ
ア
教
育

　

３
月
７
日
、サ
ッ
カ
ー
Ｊ
２
松
本
山
雅

Ｆ
Ｃ
の
Ｄ
Ｆ
田
中
隼
磨
選
手
が
会
染
小

学
校
を
訪
れ
、６
年
生
46
人
に
夢
に
向
か

っ
て
努
力
す
る
こ
と
の
大
切
さ
に
つ
い
て

語
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
行
い
ま
し
た
。

　

田
中
選
手
は
小
学
生
時
代
に
怪
我
で

プ
ロ
野
球
選
手
に
な
る
こ
と
を
諦
め
、

そ
の
後
サ
ッ
カ
ー
選
手
に
な
る
た
め
に

練
習
を
重
ね
た
こ
と
を
語
り
、
「
努
力

を
す
れ
ば
夢
は
叶
う
。
中
学
生
に
な
っ

て
も
夢
を
追
い
か
け
る
強
い
気
持
ち
を

持
ち
続
け
て
ほ
し
い
」
と
児
童
に
熱
く

呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
児
童
は
、
「
地
元
長
野
県

出
身
の
田
中
選
手
が
来
て
く
れ
て
嬉
し

い
。
今
、
自
分
の
持
っ
て
い
る
夢
に
向

か
っ
て
頑
張
り
た
い
」
と
笑
顔
で
話
し

て
い
ま
し
た
。

　

正
式
に
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
と
な
る
こ
と

が
決
ま
っ
た
池
田
町
は
今
後
も
松
本
山

雅
Ｆ
Ｃ
と
の
交
流
を
積
極
的
に
行
っ
て

い
く
予
定
で
す
。

■
少
年
・
少
女
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

合
同
練
習
会
開
催

　

３
月
27
日
に
、新
１
年
生
か
ら
新
６
年

生
を
対
象
と
し
た
少
年
・
少
女
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
合
同
練
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

町
内
で
活
動
す
る
９
団
体
の
協
力
の

も
と
開
催
し
た
練
習
会
に
は
、
約
30
人

の
親
子
が
参
加
し
、
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進

委
員
の
案
内
で
各
ク
ラ
ブ
を
見
学
し
ま

し
た
。
各
ク
ラ
ブ
の
代
表
か
ら
の
練
習

時
間
や
内
容
に
つ
い
て
説
明
の
あ
と
、

実
際
に
ボ
ー
ル
や
バ
ッ
ト
な
ど
に
触
れ

て
体
験
を
し
ま
し
た
。

　

実
際
に
参
加
し
た
親
子
は
「
い
ろ
い

ろ
な
ク
ラ
ブ
の
活
動
が
わ
か
っ
て
よ
か

っ
た
。
ス
ポ
ー
ツ
に
興
味
を
も
っ
て
く

れ
れ
ば
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
に
は
ス
ポ
ー
ツ
に
興
味
を

持
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、保
護
者
に
は

各
ク
ラ
ブ
の
活
動
を
知
っ
て
も
ら
う

た
め
に
、来
年
以
降
も
継
続
し
て
開

催
す
る
予
定
で
す
。

問
い
合
せ
先　

　

総
合
体
育
館　

℡
62
‐
７
６
５
４

総
合
体
育
館
よ
り

児童に語りかける田中選手
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長
野
県
安
曇
養
護
学
校

平
成
28
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

　

桜
が
開
花
し
穏
や
か
な
春
風

が
頬
を
な
で
る
よ
き
日
、
小
学

部
9
名
、
中
学
部
11
名
、
高
等

部
25
名
の
新
入
生
を
迎
え
、
4

月
7
日
（
木
）
入
学
式
を
行
い

ま
し
た
。
児
童
生
徒
１
９
０
名
、

職
員
１
２
４
名
（
看
護
師
・
行

政
職
員
含
む
）
で
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
長
野
県
南
安
曇
農
業

高
等
学
校
内
に
あ
る
高
等
部
あ

づ
み
野
分
教
室
も
、
7
名
の
新
入
生
を
迎
え
、
生
徒
21
名

で
7
年
目
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

小
林
智
明
新
校
長
着
任

　

長
野
県
安
曇
養
護
学
校
第
十
代
校
長
に
小
林　

智
明

（
こ
ば
や
し
ち
あ
き
）
先
生
を
迎
え
ま
し
た
。

　

小
林
新
校
長
は
、
塩
尻
市
立
丘
中
学
校
を
皮
切
り
に
県

内
の
中
学
校
で
国
語
を
教
え
、
平
成
4
年
か
ら
3
年
間
は

「
台
中
日
本
人
学
校
」
に
赴
任
。
そ
の
後
、
松
本
養
護
学

校
で
は
進
路
指
導
主
事
と
し
て
、
信
大
附
属
特
別
支
援
学

校
で
は
教
務
主
任
と
し
て
障
害
者
就
労
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
構
築
や
卒
後
支
援
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
21
年

か
ら
は
教
頭
と
し
て
、
松
本
ろ
う
学
校
と
長
野
養
護
学
校

に
勤
務
し
、
本
年
4
月
1
日
本
校
に
着
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
林
校
長
の
特
別
支
援
教
育
に
お
け
る
豊
富
な
経
験
と

高
い
指
導
力
の
も
と
、
全
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
安
曇
養

護
学
校
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
励
み
ま
す
。

　

新
校
長
挨
拶

　

こ
の
た
び
、
長
野
県
安
曇
養
護
学
校
の
校
長
と
し
て
赴

任
し
た
小
林
智
明
と
申
し
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
が
い
っ
ぱ
い
あ
ふ
れ
る
、
み
ん
な

と
一
緒
に
た
く
ま
し
く
生
き
て
い
く
学
校
を
目
指
し
て
、

微
力
な
が
ら
精
一
杯
努
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

児
童
生
徒
、
保
護
者
、
地
域
の
支
援
者
の
皆
様
方
、
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

安
曇
養
護
学
校
の
校
長
と
し
て
、
こ
ん
な
児
童
を
育
て

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

① 

自
分
ら
し
さ
を
発
揮
し
な
が
ら
、
人
と
の
関
わ
り

　
　

を
楽
し
む
子

　

② 

明
日
学
校
に
来
る
こ
と
を
楽
し
み
に
思
う
子

　

③ 

自
己
肯
定
感
（
自
分
は
役
に
立
て
る
と
い
う
気
持

　
　

ち
）
を
も
ち
、
目
標
に
向
か
っ
て
頑
張
る
子

　

一
人
一
人
が
す
ば
ら
し
い
も
の
を
も
っ
て
い
ま
す
。
そ

れ
を
発
揮
で
き
る
学
校
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
日
一
日
に
満
足
し
、
明
日
も
学
校
に
来
た
い
と
誰
も

が
思
え
る
安
曇
養
護
学
校
を
目
指
し
ま
す
。

　

地
域
の
皆
様

　

本
年
度
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

特
別
支
援
学
校
の
教
育
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
関
の
支
え

や
連
携
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
卒
業
後
、
地
域

で
生
き
て
い
く
子
ど
も
た
ち
で
す
。
地
域
の
皆
様
と
の
連

携
は
、
児
童
・
生
徒
の
成
長
・
自
立
を
考
え
る
時
、
欠
く

こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
す
。

　

高
等
部
の
現
場
実
習
で
お
世
話
に
な
っ
た
り
、
と
ん
ぼ

ま
つ
り
に
は
大
勢
の
方
々
に
来
て
い
た
だ
い
て
製
品
を
買

っ
て
い
た
だ
い
た
り
し
て
い
ま
す
。
今
年
も
地
域
の
皆
さ

ま
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
た
し
ま
す
。

　

今
年
度
の
行
事
に
つ
い
て

○
公
開
研
修
会
（
あ
づ
よ
う
セ
ミ
ナ
ー
）
は
、
9
月
22
日

　

に
行
う
予
定
で
す
。
講
師
、
講
演
内
容
は
改
め
て
ご
通

　

知
し
ま
す
。
地
域
の
方
々
の
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。
ご

　

一
緒
に
学
び
ま
し
ょ
う
。

○
と
ん
ぼ
ま
つ
り
を
、
10
月
15
日
（
土
）
に
一
般
公
開
で

　

行
い
ま
す
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　安　曇　養　護　学　校

征矢野  久  展

●会期　　　６月 19 日（日）まで　　　
●開館時間　午前 9 時～午後 5 時（入館は午後 4 時 30 分まで）
●休館日　　毎週月曜日（5 月 2 日は開館） 　 
●入館料　　大人 800 円、高校・大学生 500 円　中学生以下無料

▼作家によるギャラリートーク：５月３日（火・祝）
　聴講無料・要入館料

　安曇野に生まれ、土地に暮らすものならではの視点で一瞬を捉え、安曇
野を描き続ける征矢野久。
　本展は、学校や企業が所蔵する水彩の大作に加え、海外に取材した作
品、油彩、墨彩、スケッチなど未発表作品を含めた幅広い作品を一堂に会
し、画家の魅力にせまる展覧会です。

問い合せ先　北アルプス展望美術館（池田町立美術館）℡ 62-6600

「山河あり」1992 年

「プラハ城」2012 年
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青あ
お
の
り

海
苔
の
色い

ろ
か香

も
共
に
味
は
へ
り 

佐
藤　

行
雄
（
南　

台
）

庭
隅
に
明
り
灯
し
て
福
寿
草 

巣
山
希
沙
子
（
三
丁
目
）

蜥と
か
げ蜴

出い

づ
淋
し
き
子
等
を
驚
か
す 

高
林
智
恵
子
（
吾
妻
町
）

店
番
の
笑
顔
に
パ
ン
ジ
ー
買
い
足
せ
り 

中
沢　

恵
（
十
日
市
場
）

絵
馬
納
む
鎮ち

ん
じ
ゅ守

の
杜も

り

の
梅
真
白 

中
野　

潤
一
（
吾
妻
町
）

蓬よ
も
ぎ
も萌

ゆ
血
止
め
と
な
せ
し
日
の
は
る
か 

橋
戸
　
丘
子
（
南
　
台
）

隣
り
か
ら
ぼ
た
餅
と
ど
く
彼
岸
入
り 

橋
戸
　
利
司
（
南
　
台
）

春は
る
な
ら
い

北
風
声
お
ご
そ
か
に
地
鎮
祭 

藤
澤
美
智
子
（
吾
妻
町
） 

待
合
の
窓
い
っ
ぱ
い
に
斑は

だ
れ
や
ま

雪
山 

横
山
さ
ゆ
み
（
林　

中
）

（
池
田
俳
句
会
選
）

7 月号掲載俳句募集

　はがきに作品 1 点を記入し、

５月末日までに投稿してくださ
い。対象は町内在住の方のみで
す。作品には①地区名②氏名③
電話番号④中学生以下の方は学
校名と学年を明記してください。
投稿多数の場合は、選者により
選考（10 句以内）して掲載しま
す。なお、選者により語句の訂
正等をさせていただく場合があ
りますので、ご了承ください。
■あて先 
　〒 399-8696（住所不要）
　池田町役場総務課総務係
　℡ 62-3131

☆開館時間  火・・・・・・午後    1 時 ~ 午後 6 時
  水・木・金・・午前 10 時 ~ 午後 6 時
		   土・日・・午前 9 時 30 分 ~ 午後 5 時
☆ 5 月の休館日　　　　２・３・９・16・23・30・31 日

（31 日は月末館内整理日です）

その他の新着書
サブマリン	 	 伊坂幸太郎
戦うハニー	 	 新野　剛志
緑衣のメトセラ	 福田　和代
KUHANA!	 	 秦　建日子
彼女に関する十二章	 中島　京子
疾風に折れぬ花あり	 中村　彰彦
小さな本の大きな世界	 長田　　弘
江戸の健康食		 小泉　武夫
信州湿原紀行		 日野　　東
さいごのひみつ	 いとうひろし

質問 老いることはいやですか？
	 落合恵子
幕臣たちは明治維新をどう生きたのか
	 樋口雄彦
痛くないストレッチ 
三木英之監修
心の花を咲かせる言葉	 千葉公慈
きかんしゃホブ・ノブ	 安徳瑛
よるのさかなやさん	 山口マオ
こいのぼりぐんぐんこどもの日！
	 たちもとあきこ

おかん と おとん
平田 　景 著
平田 昌広 著

（大日本図書）
　「なあ、おとん。なんで
おかんと結婚したん ? な
あ、おかん。なんでおとん
と結婚したん ?」子ども
の素朴な疑問。さあ、どう
答えるでしょう？

不惑のスクラム
安藤 祐介 著

（KADOKAWA）
　河川敷で丸川が遭遇し
た、40 歳以上の選手によ
る草ラグビー。そこには、
年代もバラバラな大人た
ちの泥まみれの姿があっ
た。ラグビーで繋がれる、
かけがえのない縁と成長
の物語。

新 着 書 ピ ッ ク ア ッ プ

◎平成 27年度に多く読まれた小説◎
１位　火花	 [ 又吉直樹 ]
２位　偽装（越境捜査５)	 [ 笹本稜平 ]
３位　為吉	 [ 宇江佐真理 ]
４位　ゼロデイ	 [ 福田和代 ]
　〃　マインド	 [ 今野敏 ]
６位　断裂回廊	  [ 逢坂剛 ] 
　〃　強襲（所轄魂３)	 [ 笹本稜平 ]
　〃　砂の街路図 	 [ 佐々木譲 ]
　〃　武道館	 [ 朝井リョウ ]
　〃    探偵の流儀　3	 [ 松岡圭祐 ]
　〃　悲嘆の門　上	 [ 宮部みゆき ]

見る聞くわかる 野鳥界
‐識別編‐

色と形、声としぐさでの見分け方

　石塚　徹 著
水谷高英  イラスト

（信濃毎日新聞社）
　庭や散歩道、野山や水
辺で見かける、あんな鳥
やこんな鳥の種類がわか
る、ユニークな野鳥図鑑。

※
今
月
の
投
稿
作
品
9
句
。
掲
載
は
氏
名
五
十
音
順
。

作
者
の
意
図
に
よ
り
、
あ
え
て
ふ
り
が
な
を
ふ
ら
な
い

場
合
等
が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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間時付受時日容内

分00時01～分54時９前午)月(日32月５談相児育児月か２

分03時９～分02時９前午)月(日９月５談相児育児月か３

分00時01～分54時９前午)金(日31月５談相児育児月か６

分03時９～分51時９前午)火(日42月５談相児育児月か01～９

分00時01～分54時９前午)月(日61月５会習学児育児月か３歳１

分51時１～分00時１後午)水(日81月５診健児月か６歳２

分51時１～分00時１後午)金(日02月５診健児歳３

分03時９～分51時９前午)金(日72月５室教食乳離

分03時01～分51時01前午)月(日03・)月(日61月５ジーサッマんゃち赤

)水(日11月５合混種四

)火(日42・)金(日31月５炎脳本日

)木(日91月５ＧＣＢ

)金(日72月５合混ＲＭ

予防
接種

平成28年２月生

分51時１～分54時０後午方たけ受を知通らか町

１か月健診終了後～７か月くらいまで

平成27年８月・10月・12月生

乳幼児健診・予防接種等のお知らせ
対象児・対象者

平成28年３月生

乳幼児
健診 等

場所・連絡先 ： 保健センター　TEL. ６１－５０００
（お子さんの具合が悪くなった等都合で来られない方は電話連絡をお願いします。）

平成27年２月生

平成27年11月・12月生

平成27年７月・８月生

平成25年10月・11月生

平成25年４月・５月生

　池田町固定資産評価審査委員に町

議会の同意を得て、赤羽佳子さん

（林中・2 期目）が選任されました。

固定資産評価審査委員は固定資産課

税台帳に登録された価格（評価額）

に関する不服があった場合、中立的

な立場から適正なものであるかどう

かについて審査を行います。先月選

任された松田政和

さんと赤田喜久市

さんの 3 名で町

の固定資産評価に

ついて、ご尽力を

いただきます。

【問】総務課  課税係　℡ 62-3131

３月 20 日執行
池田町長選挙　選挙結果

●候補者の得票

　甕　　聖章		  3,003 票

　宮嶋　将晴		  2,557 票

●当日の有権者数	 8,564 人

●投票率		  66.46％

●投票総数		  5,692 票

●無効投票		     132 票

●持ち帰り・その他　　   　　0 票

【問】池田町選挙管理員会（総務課

内）　℡ 62-3131

片瀬　恭
きょうへい

平　（友康・祥子／吾妻町）

森山　彩
あ や め

雲　（建吾・枝梨子／内鎌）

中山　きこ　（基・いづみ／中島）

村田　　健
たける

　（吉彦・加奈子／内鎌）

井口　峯雄	 62		  中　島

薄井　正子	 84		  堀の内

永澤美喜枝	 91		  新屋敷

下里　博敏	 93		  中之郷

相澤　源水	 83		  半在家

山本　一𠮷	 86		  中之郷

髙橋　義忠	 77		  新屋敷

尾川　元洋	 81		  吾妻町

（3 月受付分　敬称略）

固定資産評価審査委員選任
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　いけだＤＩ（であい）ネットは、結婚を希望する皆さんの出会いをサポートします。
　ＤＩネットは登録制で、個人相談員７人とＪＡ大北結婚相談員２人の計９人が、登録者
の中からマッチングを行います。登録は無料です。
　平成 23 年 11 月のＤＩネット発足以降、６人の方がＤＩネットを通じて結婚されました。
　「結婚したいけれど忙しくてなかなか…」「職場ではなかなか出会いがない」などお悩みの
方、まずはご相談ください。

いけだＤＩネットをご活用ください !

　問い合せ先　いけだＤＩネット事務局（池田町公民館内）　℡ 62-2058　　
　　　　　　　e-mail    gakushuu@town.ikeda.nagano.jp
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広告を掲載しませんか ?　掲載のお問い合わせは、広告代理店　有限会社アイティーシナノ　℡ 62-9111 へどうぞ。
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期　　日 医療機関名 電話番号

医
　
　
　
科

5 月 1 日（ 日 ）
池田・松川 若林医院 62-2105
大 町 市 内 平林医院 22-2525

5 月 3 日（ 祝 ）
池田・松川 松本クリニック 61-5151
大 町 市 内 横澤内科医院 22-0371

5 月 4 日（ 祝 ）
池田・松川 あづみ病院 62-3166
大 町 市 内 野村クリニック 85-0085

5 月 5 日（ 祝 ）
池田・松川 吉村医院 61-5666
大 町 市 内 大町協立診療所 26-5200

5 月 8 日（ 日 ）
池田・松川 はーぶの里診療所 62-0210
大 町 市 内 栗林医院 22-0305

5 月1 5日（日）
池田・松川 平林メンタルクリニック 61-1577
大 町 市 内 伊東医院 22-0077

5 月2 2日（日）
池田・松川 あづみ病院 62-3166
大 町 市 内 柿下クリニック 21-1230

5 月2 9日（日）
池田・松川 太田医院 62-1010
大 町 市 内 遠藤内科医院 22-0031

北アルプス平日夜間　小児科・内科救急センター
大町文化会館隣「フレンドプラザ大町」1F

毎週月～土19時～21時
26-6199

診
療
時
間

■医　科　　午前9時　～　午後5時  
■歯　科　　午前9時　～　正午（要事前連絡　受付時間午前９時～午前11時）
■薬　局　　午前9時　～　午後5時30分

期　　日 医療機関名 電話番号

歯 

　
　
科

5月　1日（日） にこにこデンタルクリニック 23-5612
5月　3日（祝） 橘歯科医院 72-5025
5月　4日（祝） 丸山歯科クリニック 62-0648
5月　5日（祝） 宮下歯科医院 22-0297
5月　8日（日） 岡江歯科医院 62-9888
5月15日（日） 砂田歯科医院 22-0648
5月22日（日） 竹内歯科医院 62-2151
5月29日（日） 武田歯科医院 72-8060

期　　日 薬　局　名 電話番号

薬
　
　
　
局

5月　1日（日） キムラ薬局 62-5210
5月　3日（祝） スヤマ薬局あいそめ 62-0208

5月　4日（祝）
キムラ薬局 62-5210
池田土屋薬局 61-5021
フロンティア薬局安曇野店 61-5500

5月　5日（祝） 松川とをしや薬局 61-1527
5月　8日（日） スヤマ薬局あいそめ 62-0208

5月15日（日）
白樺薬局 62-0010
なつめ薬局 85-0536

5月22日（日）
キムラ薬局 62-5210
池田土屋薬局 61-5021
フロンティア薬局安曇野店 61-5500

5月29日（日） 白樺薬局 62-0010

■5月の主な行事
期　　日 行　事　名

5月10日(火） 高瀬中 部活動参観・懇談会
5月13日(金） ナイターソフト開幕
5月21日(土） 北アルプス展望ウォーク　～22日

■人の動き
4月1日現在　（　）内は前月比
●人口　10,213人（△16）
　　男　4,890人（△11）　女　5,323人（△5）
●世帯数　3,948世帯（+21）

■5月の納税等
軽自動車税　　　　　　　　　【納期限５月31日】
※口座振替日は5月30日（月）です。前日までに残高の確認をお願いします。

■上水道休日緊急当番店
期　　日 店　　名 電話番号

5 月 　 1 日（ 日 ） エムケーシステム 090-4464-8147
5 月 　 2 日（ 月 ） （有）勝野設備工業所 62-6500
5 月 　 3 日（ 祝 ） （有）設備工業 090-5412-1402
5 月 　 4 日（ 祝 ） （株）中部水工池田営業所 62-8364からケータイへ転送
5 月 　 5 日（ 祝 ） （有）サン設備工業 62-2448
5 月 　 6 日（ 金 ） （有）塩原設備 62-6721
5 月 　 7 日（ 土 ） 信光実業（株）大町支店 23-3020又は62-3857
5 月 　 8 日（ 日 ） 日特工業（株） 22-5266
5 月 1 4 日（ 土 ） （株）ハイテム 0263-82-0271
5 月 1 5 日（ 日 ） （株）水建 0263-86-3381
5 月 2 1 日（ 土 ） （株）サンエス設備 0263-73-2008
5 月 2 2 日（ 日 ） （有）マルイ設備工業 090-3343-0540
5 月 2 8 日（ 土 ） （有）イシダ設備 0263-83-7300
5 月 2 9 日（ 日 ） （株）長澤設備工業 090-2411-9664

■休日の緊急当番医等　(当番機関は変更になる場合があります。確認してから来院してください)

■各種相談窓口
相　談　内　容 開催場所(受付・問い合せ先） 開催日時

心配ごと何でも相談

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

社会福祉協議会（予約なしで受付） ℡ 62-9544 毎月第2･４火曜日
午後1時30分～午後3時30分

子育ての悩み相談　育てにくい子どもの相談
カウンセラー相談　児童虐待相談　DV相談 子ども支援センター ℡ 61-5000 

月曜日～金曜日

午前8時30分
～

午後5時15分

幼児食・栄養・乳房マッサージ・血圧相談など 保健センター ℡ 61-5000 

高齢者総合相談
（介護・虐待・成年後見・その他）

地域包括センター ℡ 61-5000 

※時間外及び休日等の場合は役場 ℡62-3131 にて受付

障がい者への虐待相談
障がい者虐待防止センター ℡ 61-5000 

※時間外及び休日等の場合は役場 ℡62-3131 にて受付

身体・知的・精神の各障害や生活など
総合福祉センター(福祉係） ℡ 61-5000 

大北圏域障害者総合支援センター ℡ 26-3855 

こども教育相談室 教育会館 ℡ 61-1430 

消費生活トラブル相談
役場本庁舎　住民課生活環境係 ℡ 62-2203 

多重債務（借金）相談 毎週火・木曜日（要予約）

自殺予防　長野いのちの電話 社会福祉法人長野いのちの電話　　　　　℡ 0263-29-1414 午前11時～午後10時（年中無休）


